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1. 概 要

道路橋 RC床版の健全度調査では、一般にひび割れ発生状況の調査や載荷試験による力学的な検討が行わ
れる。これらの調査法は、橋梁全体の床版に適用すると多大な労力と経費が不可欠であり、安価で簡便に調

査する評価方法の確立が求められている。

本報文は、多摩水道橋(旧橋)の床版撤去時に仕様の異なる FWD２機種を使用して荷重を３レベルに変えて
たわみ量を測定し、たわみ量の変動や上下たわみ量の整合性など、ＦＷＤを橋梁床版に適用した場合の基本

的な特性について検討

を行った。また、測定

結果を用いて床版の健

全度を評価する方法を

提示し有効な方法であ

ることを示した。

2. 結 果

(1) たわみセンサの

違い：たわみセンサが速度

たわみ量には、支持桁の変

結果が得られる。一方、リ

ンサを固定しているバネの

両者は完全に一致しないが

(2) 上下たわみ量の整合性

点を必要としない測定機構

定に適用した場合には、衝

支持している支持桁もたわ

される上面たわみ量は支持

ない。しかし、下面たわみ

ョンを適切に行うことによ

(3) 健全度評価法：現行の

では、図‐2 に示すとおり
にランク C と判定している
ランク分けして健全度を評

ことなく、より合理的に行

たわみ量を FWD で簡便に
ある。
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図‐１ 荷重レベルを変えた場合の上下たわみ量の関係
計タイプのフェニックス FWD の測定
位成分と床版の変位成分が合成された

ニアゲージタイプのコマツ FWD はセ
変位が付加されたたわみ量が得られ、

良い相関関係にある。

：ＦＷＤ上面たわみ量の測定は、不動

であるため、橋梁の床版たわみ量の測

撃荷重によって床版がたわむと床版を

むことから、図‐1 に示すとおり測定
桁を基準とする下面たわみ量と一致し

量を同時に測定して、キャリブレーシ

り実用的な精度でたわみ量が得られる。

技術者の目視調査による健全度評価法

鋼板接着工法などの補強床版を一義的

。しかし、FWD 上面たわみ量を基に
価すると補強床版を一義的に評価する

うことができる。したがって、床版の

測定する方法は有効な健全度評価法で
コマツ49kN

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

1 2 3 4 5 6 7 8
床版№

た
わ
み
量
(m
m
)

Ｌ
C
R

フェニックス４９ｋN

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

1 2 3 4 5 6 7 8

床版№

た
わ
み
量
(m
m
)

L
C
Ｒ

№ 1 2 3 4 5 6 7 8

L C C C D C C C C 鋼板接着

C C C C D D C D C 鋼板＋縦桁

R C C C C B C C C 未補強

№ 1 2 3 4 5 6 7 8 A=0.1㎜未満

L D D D E C C C B B=0.10～0.15

C C D D E E D D B C=0.15～0.20

R D D D C D D D B D=0.20～0.25

E=0.25～

№ 1 2 3 4 5 6 7 8

L C D C D C C C B

C B D C D D C C B

R C C C B D C C B
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技術者の健全度評価
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図-２ 技術者と FWD たわみ量による

健全度評価例


